
ワークショップ方式で設置された自転車通行帯の効果に関する研究* 

Study on effect of road space for bicycle decided to enforcement in workshop* 
 

 

宮崎正典**・小嶋文***・吉田雅俊****・久保田尚*****・山﨑進****** 
By Masanori MIYAZAKI**・Aya KOJIMA***・Masatoshi YOSHIDA****Hisashi KUBOTA***** Susumu YAMAZAKI****** 

 

 

１．はじめに 
 

埼玉県の交通事故状況は、交差点事故が全国ワ

ースト3位、高齢者事故が全国ワースト7位、自転

車事故が全国ワースト1位（平成18年中）と非常に

深刻な状況を抱えていえる。県内でも国道299号飯

能市栄町地区では、過去5年間で交通事故が30件と

多発しており、そのうち自転車交通事故が全体の4

割を占めているという状況で、交通安全対策が急

務といえる。そのような状況に対し、平成19年9月

から平成20年3月にかけて道路利用者参加型のワー

クショップ（以下、ＷＳ）を開催し、効果的な交

通安全対策の検討を行った。 

本研究では、ＷＳを通して実施された自転車通

行帯の設置前後の交通状況の変化、及び、道路利

用者の評価を把握することで、自転車通行帯設置

の有効性の検証を行うことを目的としている。 

 

２．道路利用者参加型のワークショップ 

 

（１）ワークショップの概要 

ＷＳは、埼玉県道路環境課を事務局に、地元の

幼稚園、小中学校の校長やＰＴＡ会長、自治会長、

交通指導員、飯能県土整備事務所、飯能警察、市

など約40人が参加した。運営は、埼玉大学の学生

が担当した。対象とする区間は、国道299号飯能市

栄町地区の延長約320ｍの区間である（図 1）。Ｗ

Ｓは平成19年9月から全4回を実施し、平成20年3月

に対策が完了した。ＷＳの流れは、図 2の通りで

ある。 
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図 1 ワークショップの対象区間 
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第 2回ワークショップ

（平成 19年 11 月）
対策案の検討

第 3回ワークショップ

（平成 19年 12 月）
対策案の合意形成

第 4回ワークショップ

（平成 20年 03 月）
対策完了の報告

12 月～2月：対策の実施

 
図 2 ワークショップの流れ 

 

（２）自転車通行帯設置までの経緯 

ＷＳ対象区間では特に自転車交通事故が多いこ

とから、ＷＳ中に自転車への安全対策が多く議論

され、自動車、歩行者から分離された自転車の通

行空間設置の要望が住民から出された。そして、

具体的に実施可能な対策として、車道幅員と車道

中央のゼブラ帯の幅を縮小することで、南側の広

くなった路肩部分を自転車通行空間としてカラー

舗装をすることで自転車の通行空間を明確化する

という案が事務局から提案され、住民の合意を得

て、実施が決定された。北側については、既存の

広幅員歩道内に白破線と路面表示によって自転車

と歩行者の走行位置を明示した。その後、南側の

自転車通行空間に関しては、路上駐車の問題が考



慮され、自転車利用者の安全性を優先した結果、

カラー舗装に加え一部区間にポストコーンの設置

も併せて実施することになった。設置前後の状況

と道路断面を以下に示す（写真 1、図 3）。 

 

(a)対策実施以前の状況 (b)対策実施後の状況

 

 

写真 1 自転車通行帯設置前後の状況 
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（b）対策実施後の道路断面 
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図 3 自転車通行帯設置前後の道路断面図 

 
３．自転車通行帯の設置効果 
 

自転車通行帯設置前後の交通状況の変化を把握

するために、ＷＳ対象区間においてビデオ観測を

行った。観測区間は、カラー舗装とポストコーン

によって車道と自転車通行帯が分離されている区

間において、自転車通行帯の設置前、設置直後、

設置から 3 ヵ月後という三つの時期で行った。本

研究で扱うデータは、以下の通りである。 

【自転車通行帯・設置前】 

2008 年 3 月 14 日（金）7：00～17：00 

【自転車通行帯・設置直後】 

2008 年 3 月 28 日（金）7：00～17：00 

【自転車通行帯・設置 3 ヵ月後】 

2008 年 6 月 19 日（木）7：00～17：00 

 

（１）自転車通行帯設置前後の通行状況 

自転車通行帯の設置前、設置直後、設置 3 ヵ月

後の通行状況の変化について、通勤通学時間帯の

7：00～9：00 に着目し、自動車（二輪含む）、自

転車、歩行者の交通量と通行位置を表 1 に示す。 

自転車通行帯設置前、直後、3 ヵ月後のそれぞ

れで、自動車、自転車、歩行者交通量に大きな変

化見られなかった。通勤通学時間帯であることか

ら、東行き（飯能駅、及び東飯能駅方面）への自

転車の交通量が西行きに比べ非常に多く、自転車

通行帯設置前では、北側の歩道と南側の車道を走

行する自転車が大半であったが、自転車通行帯設

置後は南側の車道の走行が減少し、自転車通行帯

を通行する自転車が増えた。南側の歩道を通行し

ていた自転車に関しては、あまり変化が見られな

かった。また、自転車通行帯設置を逆走する自転

車や通行する歩行者も観測された。 

 

表 1 自転車通行帯設置前後の交通量（7：00～9：00） 

 
 

（２）路上駐車がある場合の自転車の走行位置 

ビデオ観測結果を用い、自転車通行帯設置前後

において、沿道に路上駐車車両がある場合の自転

車の走行の違いについて比較を行った。観測され

た自転車の挙動を、自転車の走行位置と歩行者の

有無からパターン化すると、表 2、及び表 3 の 10

パターンに分類した。パターン 1 から 6 は自転車

通行帯設置前の 2008 年 3 月 14 日（金）で、パタ

ーン 7 から 10 は自転車通行帯設置後の 2008 年 3

月 28 日（金）の場合である。パターン 1 から 3、

及びパターン 7 から 9 は路上駐車車両のみがある

場合での自転車の走行位置を、パターン 4 から 6、

及びパターン 10 は、路上駐車車両に加え歩行者が

通行している場合である。 

自転車通行帯設置前における路上駐車がある場

合の自転車の通行は 20 件観測され、そのうちの

11 件がパターン 2 に分類できた。パターン 1、3、

及び 5、6 についてはそれぞれ 2 件ずつ、パターン

4 に関しては 1 件観測された。 

車道 歩道 車道
自転車
走行帯

歩道 車道 歩道 車道
自転車
走行帯

歩道

自動車 209 360

自転車 1 30 34 8 0 9 4 2

歩行者 0 5 2 15 1 10 4 6

自動車 317 342

自転車 2 20 37 13 3 15 3 3

歩行者 0 14 0 10 0 11 0 1

自動車 205 340

自転車 0 27 3 27 5 5 9 0 2 0

歩行者 1 8 0 0 15 3 6 0 1 3

自動車 295 346

自転車 5 21 2 47 13 4 20 0 2 0

歩行者 0 11 0 1 8 0 9 0 1 0

自動車 220 330

自転車 1 40 2 55 4 1 9 0 4 2

歩行者 0 9 0 1 18 0 10 0 0 3

自動車 279 333

自転車 4 35 5 57 11 9 18 2 6 0

歩行者 0 12 0 0 14 0 14 0 0 6

北側

東行き

南側

西行き

北側 南側通行主体

7：00～8：00

8：00～9：00

7：00～8：00

8：00～9：00

7：00～8：00

8：00～9：00

観測日・時間

2008年
3月14日
（金）

2008年
3月28日
（金）

2008年
6月19日
（木）



表 2 自

パタ

パタ

パタ

表 3 自

パタ

パタ

 

 

自転車通

合の自転車

ターン 7、1

2 件、パター

自転車通

歩道通行だ

転車の歩道

自転車が増

自転車の車

行すること

も自転車通

車利用者の

 

（３）自

自転車通

転車通行帯

抜きついて

歩行者 

自転車通行帯

ーン 1 
 

 

ーン 3 
 

 

ーン 5 
 

 

自転車通行帯

ーン 7 
 

 

ーン 9 
 

通行帯設置後

の通行は 9

10 がそれぞれ

ーン 10 が 1 件

通行帯設置前

だが、自転車通

道走行は減少

増加した。ま

車道走行は、

になってし

通行帯を設置す

安全性向上に

転車と歩行者

通行帯設置前後

帯での自転車

比較を行う。

自転車 

自転車 

自転車 

自転車 

自転車 

帯設置前の走

パ

 

パ

 

パ

 

 

帯設置後の走

パ

 

パ

 
 

における路上

件観測され、

れ 3 件ずつ、

件観測された

に多く観測さ

通行帯を設置

し自転車通行

た、路上駐車

自転車が車道

まうが、その

することで解

に寄与したと

者のすれ違い

後における歩

と歩行者のす

 

歩行者 

歩行者 

歩行者 

走行パターン

パターン 2 

パターン 4 

パターン 6 

走行パターン

パターン 8 
 

パターン 10 
 

上駐車がある

、そのうちの

、パターン 9

た。 

された自転車

置することで

行帯を走行す

車がある場合

道中央付近を

のようなケー

解消され、自

と考えられる

いや追い抜き

歩道内または

すれ違いや追

自転車

自転車

自転車

自転車

自転車

る場

のパ

9 が

車の

で自

する

合の

を走

ース

自転

。 

 

は自

追い

では

抜き

月

れ違

転車

3 ヵ

の

れず

いが

転車

減少

転車

ルー

考え

４．

 

把握

区間

ぞれ

は平

象に

する

か

対か

7 割

して

れぞ

多

歩

えな

結果

自転車通行帯

は歩道内での

きが 11 件観

28 日（金）

違いや追い抜

車と歩行者の

ヵ月後の 200

自転車と歩行

ず、自転車通

が 1 件観測さ

自転車通行帯

車と歩行者の

少したが、自

車とのすれ違

ール・マナー

えられる 

自転車通行

自転車通行帯

握するために

間を通行して

れに対して、

平成 20 年 7

に行った。調

る評価、安全

という以上三

（１）自転車

自転車通行帯

かという質問

割以上の賛成

ては、歩行者

ぞれ分離され

く挙げられた

歩行者につい

ないが 6 割

果となった。

図 4 自

帯設置前の 2

の自転車と歩

観測されたが

では歩道内で

抜きは 3 件で

のすれ違いが

08 年 6 月 19

行者のすれ違

通行帯での自

された。 

帯を設置する

のすれちがい

自転車通行帯

違いというも

ーの周知を行

行帯設置に対

帯設置に対す

に、自転車通

ている歩行者

ヒアリング

月 18 日（金

調査項目は、

全性の変化、

三項について

車通行帯設置

帯設置に対す

問に対して、

成という回答

者、自転車、

れ走行しやす

た。 

いては、賛成

と、自転車、

 

自転車通行帯

008 年 3 月

歩行者のすれ

、対策直後の

での自転車と

で、自転車通

が 3 件観測さ

9 日（木）で

違いや追い抜

自転車と歩行

ることで、歩

いや追い抜き

帯を通行する

ものが観測さ

行っていく必

対する道路利用

する道路利用

通行帯の設置

者、自転車、

グ調査を実施

金）に実施し

自転車通行

不便や問題

て調査を行った

置に対する評価

する評価とし

自転車、自

答が得られ、

自動車の通

すくなったと

成が 4 割、ど

、自動車と比

設置に対する

14 日（金）

れ違いや追い

の 2008 年 3

と歩行者のす

通行帯での自

された。対策

では歩道内で

抜きは観測さ

行者のすれ違

歩道内での自

きについては

る歩行者と自

された。交通

必要があると

用者の評価

用者の評価を

置されている

自動車それ

施した。調査

し、21 人を対

行帯設置に対

題等は感じる

た。 

価 

して賛成か反

自動車からは

その理由と

通行位置がそ

という意見が

どちらとも言

比べると低い

る評価 

3

す

策

で

違

は

通

れ

査

対

対

反

は

言

い

 



（２）自

自転車通

転車、自動

に約 7 割得

は、歩行者

ったことや

とで、自動

れたからと

わからない

 

図 5 

 

（３）自

自動車か

8 割と多く

に支障はな

認性も向上

不便や問題

道幅員が狭

たことや、

にはガード

移設して欲

歩行者か

答で、歩道

箇所があっ

設置したこ

はないかと

自転車に

答が 4 割、

その理由は

すれ違いの

じるという

 

図 6 自

転車通行帯設

通行帯設置に

動車から安全性

得られた。そ

者、自動車と分

や歩行者とのす

動車からは、

いう理由で

という回答が

自転車通行

転車通行帯設

からは、不便や

得られた。車

い、自転車通

上したという意

題があるとい

狭くなったこ

ポストコー

ドレールを自転

しいとう意見

からは、6 割

道から自転車通

て危険を感

とで自転車

う理由が挙げ

ついては、不

あるという

は、自転車通行

問題やポス

理由であった

自転車通行対

設置による安

よる安全性に

性は向上した

その理由として

分離されて通

すれ違いが減

自転車と走行

あった。歩行

が 6 割を占め

行対設置によ

設置による不

や問題はない

車道幅員を狭

通行帯を設置

意見が挙げら

う回答の理由

とで少し運転

ンの設置され

転車通行帯と

見が挙げられ

が不便や問題

通行帯へ進入

じることや自

の無謀な運転

げられた。 

不便や問題は

回答が 5 割

行帯で逆走す

トコーンのみ

た。 

対設置による

安全性の変化

については、

たとう回答が

て、自転車か

通行しやすく

減ったという

行位置が分離

行者について

めた。 

る安全性 

不便や問題 

いという回答

狭くしても運

置したことで

られた。また

由としては、

転しづらくな

れていない区

と車道の境界

れた。 

題があるとう

入できてしま

自転車通行帯

転が増えたの

はないという

という結果で

する自転車と

みでは不安を

不便や問題

化 

自

が共

から

くな

うこ

離さ

ては、

 

答が

運転

で視

た、

車

なっ

区間

界に

う回

まう

帯を

ので

う回

で、

との

を感

 

５．

 

本

行帯

ヒア

Ｗ

て

間整

また

利用

交通

りあ

創出

存の

設置

ビデ

車通

行者

合の

後で

道中

行帯

今

自動

の項

つい

れる

て道

沿道

ても

本

ワー

深く

 

１）

２）

３）

 

おわりに 

本研究では、

帯について、

アリング調査

ＷＳに実際に

自動車、歩行

整備に対する

たＷＳを実施

用者の意見を

通安全対策の

ある道路空間

出することは

の道路空間を

置の可能性が

自転車通行帯

デオ観測結果

通行帯を設置

者のすれ違い

の自転車の走

で比較するこ

中央を走行す

帯設置により

今後の課題と

動車、自転車

項目について

いて今後明ら

る。また、本

道路利用者に

道住民及び商

も把握する必

本研究は、国道2

ークショップを通

く感謝の意を表す

国土交通省道

通規制課；

007.10 

渡辺千賀恵

99 

吉村充功ら

ン設置による

回土木計画学

ＷＳを通し

ビデオ観測

査から、その

に参加し、自

行者から分離

る住民の積極

施することに

を集約し行政

の実施が可能

間に自転車専

は困難である

を見直すこと

が見出せた。

帯設置の有効

果、及びヒア

置することで

いが減少し、

走行パターン

ことで自転車

する自転車は

り安全性が向

として、ヒア

車と比較する

ても低い結果

らかにしてい

本研究では自

に対しヒアリ

商業者の利便

必要があると

 
 

謝辞

299号飯能市栄町

通しデータ等の

する次第である

参考文

道路局地方道

“自転車利用環

；“自転車とま

；“既存道路空

る自転車・自動

学研究発表会

して実施された

測結果と道路利

の有効性の検

転車交通事故

離された自転車

極的な姿勢が確

によって地元住

政だけでは行

能になったとい

専用の通行空間

るが、本事例の

で自転車の通

 

効性の検証につ

アリング調査か

で歩道内での

また路上駐車

ンを自転車通行

車の歩道通行の

は観測されず、

向上したと考

アリング調査

ると、歩行者の

果となった。

いく必要があ

転車通行帯の

リング調査を

便性等への影響

考えられる。

辞 
町地区における

の提供を受けた。

る。 

文献 

・環境課／警

環境整備ガイ

まちづくり”

空間を活かし

動車の共存可能

・講演集,2007

た自転車通

利用者への

検証を行った

故対策とし

車の通行空

確認でき、

住民や道路

えなかった

いえる。限

間を新たに

のように既

通行空間の

ついては、

から、自転

自転車と歩

車がある場

行帯設置前

の減少や車

、自転車通

えられる。

において、

の評価はど

この要因に

ると考えら

の評価とし

を実施したが

響等につい

。 

る交通安全対策

関係の皆様に

察庁交通局交

ドブック”,2

,学芸出版,19

た自転車レー

能性”,第37

7.11 

。 

、

に

交

9

ー



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


